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2023年3月刊行

空
海
の
遺
文
か
ら
厳
選
。史
実
上
の
「
行

動
」と
現
代
に
も
通
ず
る「
教
え
」を
、真
言

宗
僧
侶
の
観
点
で
読
み
解
く
一
冊
。

今
、生
き
る
人
へ
届
け
た
い
、百
の
こ
と
ば
。
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▼
4
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福
田
亮
成（
ふ
く
だ 

り
ょ
う
せ
い
）

一
九
三
七
年
東
京
に
生
ま
れ
る
。東
洋
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
。川
崎

大
師
教
学
研
究
所
所
長
、文
学
博
士
、な
ど
経
て
、現
在
、大
正
大
学
名
誉
教

授
、種
智
院
大
学
客
員
教
授
、真
言
宗
智
山
派
成
就
院
長
老
。

著
書
：『
理
趣
経
の
研
究̶

̶

そ
の
成
立
と
展
開
』（
国
書
刊
行
会
）、『
空
海

思
想
の
探
究
』（
大
蔵
出
版
）、『
空
海
要
語
辞
典
Ⅰ
〜
Ⅳ
』『
弘
法
大
師
が
出

会
っ
た
人
々
』（
以
上
、山
喜
房
佛
書
林
）、『
新
・
弘
法
大
師
の
教
え
と
生
涯
』

『
弘
法
大
師
の
手
紙
』『
コ
ト
バ
の
ま
ん
だ
ら（
１
〜
４
）』（
以
上
、
ノ
ン
ブ
ル

社
）、な
ど
ほ
か
多
数
。

弘
法
大
師
空
海
著
作
の
現
代
語
訳
も
数
多
く
手
が
け
る
。

◆
著
者
略
歴

は
し
が
き

お
も
う

道
を
学
す
る
こ
と
は
当
に
衣
食
の
資
に
在
る
べ
し
『
性
霊
集
』
第
十

（
定
八
・
一
八
九
）
／
朝
夕
涙
を
流
し　

日
夜
に
慟
を
含
む
と
雖
も
、

亡
魂
に
益
な
し
『
性
霊
集
』
第
八
（
定
八
・
一
四
五
）
／
一
た
び
鐘
を
打
た

む
声
ご
と
に
、
当
に
願
わ
く
ば　

衆
生
三
界
の
苦
を
脱
れ
て　

菩
提
を
得
見
せ
し
む
べ
し
『
性
霊
集
』
第
九
（
定
八
・
一
七
二
）
／
病
人
も

し
医
人
を
敬
い
、
方
薬
を
信
じ
て　

心
を
至
し
て
服
餌
す
れ
ば

　

疾
、す
な
わ
ち
徐
癒
す『
秘
蔵
宝
鑰
』巻
中（
定
三
・
一
三
八
）他

も
と
め
る

逝
者
は
化
し
て
金
剛
の
躬
と
な
り　

留
人
は
変
じ
て
如
意
の

身
と
な
ら
ん『
性
霊
集
』第
七（
定
八
・
一
二
〇
）／
心
暗
き
と
き
は
、
即
ち

遇
う
所
悉
く
禍
な
り　

眼
明
な
る
と
き
は
、
則
ち
途
に
触
れ
て

皆
な
宝
な
り
『
性
霊
集
』
第
八
（
定
八
・
一
三
七
）
／
御
す
る
人
な
け
れ
ば

遠
き
に
致
す
こ
と
能
わ
ず　

柁
の
師
な
け
れ
ば
深
き
を
越
ゆ

る
こ
と
能
わ
ず『
性
霊
集
』第
十（
定
八
・
一
九
一
）／
某
乙
、
法
縁
に
限
ら

れ
て
、
星
弄
し
て
訴
曳
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず『
高
野
雑
筆
集
』巻
上（
定

七
・
一
〇
四
）他

で
あ
う

本
心
は
主
、妄
念
は
客
な
り
。本
心
を
ば
菩
提
心
と
名
け
、亦
は

仏
心
と
名
け
、
亦
は
道
心
と
名
く
。『
一
切
経
開
題
』（
定
四
・
二
七
二
）／

無
畏
三
蔵
は
、
王
位
を
脱
躧
し　

金
剛
親
教
は
、
盃
を
浮
べ
て

来
り
伝
う『
性
霊
集
』第
二（
定
八
・
三
五
）／
諸
尊
其
の
数
無
量
な
り
、そ

の
無
数
の
仏
は
則
ち
一
衆
生
之
仏
な
り『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』（
定
五
・
二

二
）／
虚
空
尽
き
、
衆
生
尽
き
、
涅
槃
尽
き
な
ば　

我
が
願
い
も

尽
き
ん『
性
霊
集
』第
八（
定
八
・
一
五
八
）他

よ
ろ
こ
ぶ

若
し
謂
く
衆
生
に
ま
た
本
覚
法
身
有
り　

仏
と
平
等
な
り
、
此

の
身
、此
の
土
は
法
然
と
し
て
有
な
る
の
み『
声
字
実
相
義
』（
定
三
・
四

八
）
／
星
の
ご
と
く
玉
の
ご
と
く
し
て
黄
金
の
質
な
り　

香
味

は
簠
簋
に
実
て
る
に
堪
え
た
る
べ
し
『
性
霊
集
』第
四（
定
八
・
六
一
）
／

即
身
成
仏
の
四
字
を
歎
ず　

即
ち
是
の
四
字
に
無
辺
の
義
を

含
ぜ
り　

一
切
の
仏
法
は
こ
の
一
句
を
出
で
ず
『
即
身
成
仏
義
』（
定

三
・
一
九
）／
三
等
の
法
門
は
仏
日
に
住
し
て
常
に
転
じ
、
秘
密
の

加
持
は
機
水
に
応
じ
て
断
ぜ
ず『
性
霊
集
』第
七（
定
八
・
一
〇
八
）他

一
言
用
語
解
説
・
索
引
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